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本日の内容

◆基本的な感染対策

◆在宅での感染予防ケア

◆新型コロナウイルス感染症の対応



引用：介護現場における感染対策の手引き 第3版（厚生労働省）



感染経路別の主な感染症

引用：介護職員のための感染対策マニュアル 第3版（厚生労働省）



訪問系サービスにおける感染対策

引用：介護現場における感染対策の手引き 第3版（厚生労働省）



標準予防策（スタンダードプリコーション）

すべての人は伝播する病原体を保有していることを前提

感染症の有無にかかわらず、すべての利用者に適用

血液・体液・粘膜・損傷した皮膚は感染の可能性がある対象と
する（汗を除く）

標準予防策（スタンダードプリコーション）の具体的方法

◆ 適切な手指消毒（手洗い・擦式アルコール消毒）

◆ 適切な個人防護具の使用

◆ 環境整備

◆ 使用済み機材などの取り扱い

◆ 在宅廃棄物の取り扱いの注意点



手指衛生の基本

◆ 目に見える汚れがある場合

⇒石鹸と流水による手洗い

注）腕時計や指輪は外す、爪は短くしておく（2mm程度）

◆ 目に見える汚れがない場合

⇒擦式消毒用アルコール製剤での手指消毒

◆ 手荒れ対策

⇒日頃からハンドスキンケア



手指衛生の5つのタイミング

引用：令和5年度 感染症の基礎知識 施設、訪問看護/介護における感染対策





引用：丸石製薬株式会社HP



手洗いで洗い残しが起こりやすい部位



アルコールが効きにくいウイルス

ノロウイルス
乳幼児から
高齢者まで

嘔吐・下痢
発熱・腹痛

ロタウイルス
小児に多いが
成人も感染する

嘔吐・下痢
発熱・腹痛

アデノウイルス
小児に多いが
成人も感染する

発熱・咽頭
痛・結膜炎

◆石けんと流水で手洗い

◆物品や環境の消毒には

次亜塩素酸ナトリウムを使用

吐物処理の
あとは



在宅での感染予防ケア

病院・施設 在宅

集団で療養 1人で療養

感染症の患者、感染を受けやすい患者が
共存

医療処置は少なく、使用器具は個人専用

侵襲的医療処置 特定の医療者・スタッフ・介護者

複数の医療者がかかわる 個々の居宅で療養環境はさまざまである

施設内のため、設備が整っている 病院に比べ感染を受ける機会は少ない

引用：看護師のための感染対策,P157,中央法規,2022.

※在宅と病院・施設との感染リスクの違い



在宅で多く見られる感染症

◆ 呼吸器感染症

誤嚥性肺炎リスクが高い、インフルエンザ、

新型コロナウイルス感染症、結核など

◆ 尿路感染症

排泄障害を持つ療養者が多く、失禁に関連してオムツ着用

により逆行性尿路感染症のリスクが高い

膀胱留置カテーテルが長期間留置

◆ 創部・皮膚感染症

排泄障害に伴う失禁関連皮膚炎（IAD）や褥瘡のリスク

疥癬



在宅での感染予防

◆ 標準予防策（スタンダードプリコーション）が前提

手指衛生 ⇒ 5つのタイミング

個人防護具の使用

⇒ 手袋、エプロン/ガウン

マスク/N95マスク

ゴーグル/フェイスシールド

◆ 環境整備、使用済み器材類・廃棄物の取り扱い

◆ 家族・介護者への感染予防指導



手洗いセット ～訪問時（平常時）に持参～

ハンドソープ ペーパータオル

アルコール
手指消毒剤

擦式アルコール
製剤入りの
スプレー



引用：厚生労働省HP 新型コロナウイルス対策ポスター「新型コロナウイルス対策 身のまわりを清潔にしましょう」





◆ 呼吸器感染の予防

呼吸器感染症の感染経路は、訪問スタッフ・家族など濃厚

接触した人からの感染が多い

マスク着用は必須、ワクチン接種、吸引セットなどの管理

◆ 尿路感染の予防

オムツ交換の間隔が長い場合、逆戻りしない高性能のおむつ

を使用（皮膚浸軟も予防）

畜尿バックの固定位置、排液口の清潔

◆ 創部・皮膚感染の予防

失禁関連皮膚炎の予防

⇒「洗浄（清拭）」「保湿」「保護」

在宅で多く見られる感染症への対応



吸引セット



膀胱留置カテーテル 接続部



新型コロナウイルス感染症の発生状況

引用：やまなし感染症ポータルサイト



引用：やまなし感染症ポータルサイト



新型コロナウイルス感染症？

◆ 発熱の連絡があった場合

・利用者の状況から発熱の要因を考える

・同居家族や利用しているサービス関係者に

コロナ陽性の方がいないか確認

新型コロナウイルス感染症の可能性を考え個人防護具を

着用して訪問・・・N95マスクは必須

◆ 訪問したら発熱していた場合

手持ちの個人防護具をすぐに着用



引用：厚生労働省HP
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ご清聴ありがとうございました


